
ソフトバレーボールのリーダーとして
楽しく魅力ある取組の提案

～ X 軸（時間軸）と Y 軸（人的資源）との関連から

2024年度 アクティブリーダー研修会

大阪府ソフトバレーボール連盟



⚫ 2024年5月に実施したアクティブリーダー研修会にて平素のクラブの活動でアクティブリーダー共通の課題になってい

るテーマについてグループで話し合い発表しあうことで、アクティブリーダーのその後のクラブ指導のレベルアップを

図ることを目的と定めた。

⚫ グループ協議の方法として、取組をX軸（時間軸）とY軸（人的資源）の二つの軸から取組の提案を行った。本報告は各

グループから出された提案をまとめたものである。

⚫ 2024年7月に実施した連盟役員研修会の資料も掲載している。本連盟が3月に策定した2026年度連盟ビジョンへの

⚫ アクションプラン及びアクティブリーダー研修会ディスカッションを踏まえた今後の魅力ある大会運営等のあり方につ

いて、同様の方法にて協議を行った結果である。参考にしてもらえれば幸いである。

１．はじめに



2024年5月6日（月・祝）

PTAバレーの紹介

試合に出たときに連絡先

交換

地域のバイタリティーの

ある人を引き込む。
PTAでの勧誘

自分のHPでチーム紹介。
初心者が参加できる雰囲

気をつくる。
練習場所の確保。

練習内容の工夫化。

バレー経験者に限らず，

運動されていた方に声を

かける。

子供と一緒にバレーボー

ル。

楽しく練習
職場でバレーをやってい

た人を誘う。

様々な大会でLINE交換し

て人とつながる。

以前に入っていた人に声

をかける。

飲み会を通してコミュニ

ケーションを高める。

新人（若い人含む）がは

いらない（宣伝・SNS

等）

2024年度アクティブリーダー研修会【グループディスカッション】報告

グループディスカッションで出された課題と取り組みを、アクティブリーダが取り組む事項と連盟が取り組む事項に分けて

纏めました。

時

間

が

か

か

る

他の人の助けが必要

自分でできる

アクティブリーダーが取り組む事項

・練習内容

・加入者が練習に参加しない。

・チームメンバーの高齢化 ・人数不足

・若い人が少ない

・自分のチーム人数だけでは思うように練習できない

・コロナによる練習離れが見られる。

す

ぐ

に

で

き

る

・新しく始める方が少ない。続かない。



実業団チームの減少のた

め、競技を続ける場所、

人員がなくなる。

アピールが必要。どこで

やっているかわからな

い。

審判の育成

気軽に個人で参加でき

る。
試合数を多くする。 記録の簡素化

若い人でも気軽に楽しめ

ることのアッピール。

宣伝する。ネットの活

用。

子供と一緒にバレーボー

ル。

PR、SNSでの発信。イベ

ントでのデモ。

SNSで発信。『自分もで

きる』と思える内容。

初心者が参加できる雰囲

気をつくる。

勝敗に拘らないゲーム

・提言頂いた学校や地域での行事として取り入れるや小・中・高校生とソフトバレーに触れ合う機会をつくるは重要な取り組みと考えています。小連との連携を目指

していますが、中高生にも広げた普及を検討します。

・加盟チームへの広報についてはHPの充実を重ねていますが、どの様にすれば愛好者のみなさんに興味を持っていただくかが課題と考えています。

・連盟では頂いた提言を今年度から開始するアクションプランで活用を目指します。

時

間

が

か

か

る

他の人の助けが必要

す

ぐ

に

で

き

る

・若い人の勧誘方法は？

・チームの高齢化

・自分のチーム人数だけでは思うように練習できない

・若い人が参加しない

連盟が取り組む事項
・対外試合への参加とチーム数の減少。

・チーム数の減少

・大会の参加チームが少ない

・登録チームが減っている

・チーム数、参加人数の減少

・生涯スポーツより競技スポーツが前進している

・バレーをしていた人はいるはずだが、ソフトバレーに結びつかない。

自分でできる

グループディスカッション総括

アクティブリーダーが取り組む事項

課題、取り組み方をご確認いただき、ご自身の所属チームや地域での活動のご参考にしてください。

連盟が取り組む事項



2026年度連盟ビジョンへのアクションプラン及び
アクティブリーダー研修会グループディスカッションを踏まえた

今後の魅力ある大会運営等のあり方について

～ X 軸（時間軸）と Y 軸（人的資源）との関連から

2024年度 役員研修会

大阪府ソフトバレーボール連盟



2024年7月6日（土）実施

各チームのメンバーを増

やす

ソコラボのような時間制

の大会を増やす

イベント的な（その大会

だけの）チーム参加OKに

して参加数を増やす

若い人が出やすい（初心

者）試合のカテゴリーを

作る

加盟チーム数の増加⇒ま

ずは参加チーム数を増や

す

アンテナ的な（ソコラ

ボ）大会を増やす

地域ではしているが大阪

への登録が・・

小学校ソフトバレーは将

来につながる（ケガが少

ない）

チーム同士の交流を増や

す

ソコラボせ参加した個人

参加への大会への声掛け

大阪へのチーム登録への

壁が高い

カテゴリーの年齢の区分

を変えて参加しやすくす

る

チームに所属せずに試合

に出る人が増えている

個人登録は？

高齢者への発信

若い人への発信

大会参加者で（楽しかっ

たよ）SNSで発信

準加盟をまずは増やす 専用コートがない

地域への発信（各市町村

へ）

SNS・ライン・インスタ

グラムの活用（試合募集

とか申込など）

総合大会開催の中で魅力

を発信
大会を体験してもらう

大阪クラブの扱い（もっ

と広く活用する）

種別、チームでなく混

合・個人参加・その場で

チーム編成

地域スポーツ・PTA・体

育協会等へのアピール

現在のチーム構成員と大

会カテゴリーがマッチし

ていない

他チームの人に練習参加

や大会参加への声掛け

参加メンバーが必ず1セッ

トは出れるルールの大

会。（ベンチにいる人も

楽しめる）

2026年度連盟ビジョンへのアクションプラン及びアクティブリーダー研修会グループディスカッションを踏まえた

今後の魅力ある大会運営等のあり方について

2024年度　役員研修会【グループディスカッション】報告

時

間

が

か

か

る

す

ぐ

に

で

き

る

他の人の助けが必要

グループディスカッション総括

連盟が取り組む事項
・府内市町村で活動しているチームへの練習参加や大会参加への声掛けの仕組みと活動紹介や練習へのお誘いなどの情報共有できる場の提供を模索していく（例：連盟HPの

掲示板など）

・小学生のソフトバレーボールを体験する機会充実をめざすべく小学連との協議を深める。

・HPをはじめライン等のSNSによる発信の定着を検討していく。

・ニーズの多様化に合わせた連盟登録システム、大会カテゴリーの検討などを行う。

・2026年までのアクションプラン（アクション１：財政再建計画　アクション２：運営組織再編計画）の具体的かつ斬新な取組を行い、目標である「連盟運営の黒字化を図

り、基金に一定額の繰入ができるようにすること」「加盟チーム数の増加を図ること」「世代交代を見据えた運営組織の構築」の達成を図る。

自分でできる

大会日程は平日の試合開催

（ママさんバレーとか）

大会開催会場が広範囲すぎる

連盟が取り組む事項


